


　
広
が
り
始
め
た
需
要
と
は

　
広
が
り
始
め
た
需
要
と
は

裏
腹
に
、

裏
腹
に
、生
産
量
が
激
減
し
て

生
産
量
が
激
減
し
て

い
ま
す
。

い
ま
す
。そ
の
大
き
な
要
因
は
、

そ
の
大
き
な
要
因
は
、

高
齢
化
に
よ
る
生
産
者
の
減

高
齢
化
に
よ
る
生
産
者
の
減

少
で
す
。

少
で
す
。

　
生
産
者
が
減
少
し
た
こ
と
で
、

　
生
産
者
が
減
少
し
た
こ
と
で
、

作
付
面
積
は
大
幅
に
減
り
、

作
付
面
積
は
大
幅
に
減
り
、ヤ

マ
ト
イ
モ
の
産
地
と
し
て
、

マ
ト
イ
モ
の
産
地
と
し
て
、一

定
の
生
産
量
を
確
保
す
る
こ

定
の
生
産
量
を
確
保
す
る
こ

と
が
困
難
に
な
っ
て
き
ま
し
た
。

と
が
困
難
に
な
っ
て
き
ま
し
た
。

　
市
場
の
信
頼
を
得
る
た
め

　
市
場
の
信
頼
を
得
る
た
め

に
は
、

に
は
、安
定
的
な
生
産
量
の
確

安
定
的
な
生
産
量
の
確

保
が
大
前
提
で
す
。

保
が
大
前
提
で
す
。こ
の
た
め
、

こ
の
た
め
、

集
落
営
農
組
織
や
農
業
法
人

集
落
営
農
組
織
や
農
業
法
人

な
ど
を
中
心
に
、

な
ど
を
中
心
に
、新
規
生
産
者

新
規
生
産
者

の
開
拓
を
始
め
ま
し
た
。

の
開
拓
を
始
め
ま
し
た
。

　
広
が
り
始
め
た
需
要
と
は

裏
腹
に
、生
産
量
が
激
減
し
て

い
ま
す
。そ
の
大
き
な
要
因
は
、

高
齢
化
に
よ
る
生
産
者
の
減

少
で
す
。

　
生
産
者
が
減
少
し
た
こ
と
で
、

作
付
面
積
は
大
幅
に
減
り
、ヤ

マ
ト
イ
モ
の
産
地
と
し
て
、一

定
の
生
産
量
を
確
保
す
る
こ

と
が
困
難
に
な
っ
て
き
ま
し
た
。

　
市
場
の
信
頼
を
得
る
た
め

に
は
、安
定
的
な
生
産
量
の
確

保
が
大
前
提
で
す
。こ
の
た
め
、

集
落
営
農
組
織
や
農
業
法
人

な
ど
を
中
心
に
、新
規
生
産
者

の
開
拓
を
始
め
ま
し
た
。

　
ヤ
マ
ト
イ
モ
は
１
反
当
た
り
の
収
益
が
高
く
、需
要
も
高

ま
っ
て
お
り
、今
が
絶
好
の
チ
ャ
ン
ス
で
す
。

　
こ
の
機
会
に
、ぜ
ひ
ヤ
マ
ト
イ
モ
作
り
に
挑
戦
し
て
み
て

く
だ
さ
い
。

　「
食
べ
る
の
は
い
い
け
ど
作
る
の
は
…
」と
思
わ
れ
て
い

る
方
が
多
い
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、生
産
か
ら
販
売
に
至
る

ま
で
、し
っ
か
り
と
し
た
サ
ポ
ー
ト
体
制
が
整
っ
て
い
ま
す
。

　「
ヤ
マ
ト
イ
モ
生
産
組
合
」に
加
入
す
れ
ば
、ヤ
マ
ト
イ
モ

作
り
の
始
ま
り
で
す
。

❶
栽
培
歴
10
年
以
上
の
ベ
テ
ラ
ン
生
産
者
が
、栽

　
培
指
導
を
行
い
ま
す
。

❷
収
穫
さ
れ
た
ヤ
マ
ト
イ
モ
は
、生
産
組
合
が
全

　
て
買
い
上
げ
ま
す
。（
売
れ
残
り
な
し
）

❸
販
売
は
、生
産
組
合
が
責
任
を
持
っ
て
販
売
し

　
ま
す
。

❹
初
年
度
の
種
芋
は
、生
産
組
合
が
斡
旋
し
ま
す
。

❺
水
稲
の
作
業
時
期
と
重
な
ら
な
い
た
め
、負
担

　
も
大
き
く
あ
り
ま
せ
ん
。

町民の皆さんに親しまれている飯南町産の「ヤマトイモ」。�
町は、飯南町ヤマトイモ生産組合と協力して販路拡大に取り組ん
でおり、その成果が今、着実に表れています。�
ただ、一つだけ問題があります。それは「芋が足りない」こと…�
皆さん、一緒にヤマトイモを作ってみませんか？�

　
飯
南
町
産
の
ヤ
マ
ト
イ
モ
は
、豊
か
な
自
然
と
大
き
な
寒

暖
の
差
が
、美
味
し
さ
を
引
き
立
て
て
い
ま
す
。

　
自
然
薯
に
匹
敵
す
る
粘
り
と
豊
富
な
栄
養
が
特
徴
で
、す

り
お
ろ
し
た「
と
ろ
ろ
」を
ダ

シ
や
ポ
ン
酢
で
割
っ
て
、手
軽

に
食
べ
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

そ
ば
や
ご
飯
に
か
け
て
も
味

が
引
き
立
ち
ま
す
。

　
そ
の
風
味
は
、全
国
各
地
で

生
産
さ
れ
て
い
る
ヤ
マ
ト
イ

モ
の
中
で
も
、上
位
に
位
置
付

け
ら
れ
て
お
り
、「
飯
南
町
の
顔
」

と
し
て
自
信
の
持
て
る
特
産

品
で
す
。

　
地
道
な
販
路
拡
大
の
取
り
組
み
は
、島
根
県
と
小
売
店
提

携
を
結
ん
で
い
る
紀
ノ
国
屋（
東
京
都
）を
は
じ
め
、千
葉
エ

コ
ピ
ア（
千
葉
県
）や
福
屋（
広
島
県
）な
ど
、高
質
な
食
品
を

扱
う
ス
ー
パ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
に
陳
列
さ
れ
る
よ
う
に
な
り

ま
し
た
。

　
売
れ
行
き
は
好
調
で
、定
番
商
品
と
し
て
取
り
扱
わ
れ
て

い
る
店
舗
も
あ
り
、取
引
先
か
ら
の
評
価
は
軒
並
み
高
ま
っ

て
い
ま
す
。

　
焼
酎「
八
丁
蜻
蛉
」や
コ
ロ
ッ
ケ
な
ど
、ヤ
マ
ト
イ
モ
は
加

工
品
と
し
て
様
々
な
商
品
に

使
わ
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

現
在
は
、芋
を
粉
末
に
加
工
す

る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
り
、

和
菓
子
メ
ー
カ
ー
と
の
取
引

も
行
っ
て
い
ま
す
。

　
粉
状
に
す
る
こ
と
で
日
持

ち
が
よ
く
な
り
、様
々
な
商
品

開
発
が
進
ん
で
い
ま
す
。新
た

な
販
路
拡
大
へ
、期
待
が
膨
ら

み
ま
す
。

ヤマトイモの販売には、生産組合への登録が必要です。
ヤマトイモ生産組合に申込む�

大掛かりな設備投資の必要はありません。
種芋は生産組合が斡旋し、以降3年間のうちに、栽培
した芋で返済します。

種芋を借りる（3月）�

ベテラン生産者の指導で安心して栽培できます。
栽培（4月～10月）�

大きさ等を分けてまとめて集荷します。
集荷（11月～12月上旬）�

出荷した代金が支払われます。
入金（翌年4月頃）�

所得  24万円�

今がチャンス!�
作れば売れます�
ヤマトイモ!

売れ行き好調!�
どんどん売れています!

生産量激減!

でも、�
今 ヤマトイモが�
ピンチです。�

　
ヤ
マ
ト
イ
モ
の
生
産
量
が
減
少
し
た
要
因
に
は
、生

産
者
の
高
齢
化
だ
け
で
な
く
、近
年
の
不
景
気
で
、取
引

先
が
減
っ
た
こ
と
も
大
き
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
一
緒
に
芋
を
作
る
仲
間
が
少
な
く
な
り
、淋
し
く
な

っ
て
い
ま
し
た
が
、現
在
は
需
要
が
増
え
て
お
り
、生
産

者
に
も
以
前
の
活
気
が
戻
っ
て
き
ま
し
た
。

　「
栽
培
に
は
手
間
が
か
か
る
」と
い
う
風
評
も
聞
き
ま

す
が
、作
業
に
少
し
で
も
負
担
が
か
か
ら
な
い
よ
う
、便

利
な
工
具
も
貸
し
出
し
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
新
た
に
生
産
し
よ
う
と
思

っ
て
い
る
方
は
、様
々
な
不

安
や
疑
問
を
持
た
れ
て
い
る

で
し
ょ
う
が
、私
た
ち
に
何

で
も
お
問
い
合
せ
く
だ
さ
い
。

　
い
つ
で
も
相
談
に
乗
り
ま

す
よ
。

※参考�
　「農業経営指導指針（H20年3月島根
　県農林水産部ほか）」、飯南町ヤマト
　イモ生産組合資料�
※大豆の粗収益には産地づくり交付
　金含む�
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下
赤
名

　
下
赤
名（
４
年
連
続
）

（
４
年
連
続
）

　
小
田
真
木

　
小
田
真
木

　
頓
原
町
区

　
頓
原
町
区

　
小
田
真
木

　
小
田
真
木

　
志
々

　
志
々

　
下
赤
名

　
下
赤
名

　
ス
ポ
ー
ツ

　
ス
ポ
ー
ツ
・
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ

レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ

ン
（
ス
ポ
レ
ク
）

（
ス
ポ
レ
ク
）
と
は
、

と
は
、勝
敗
の
み
を

勝
敗
の
み
を

競
う
の
で
は
な
く
、

競
う
の
で
は
な
く
、誰
も
が
気
軽

誰
も
が
気
軽

に
ス
ポ
ー
ツ
を
楽
し
み
、

に
ス
ポ
ー
ツ
を
楽
し
み
、交
流
を

交
流
を

深
め
る
こ
と
を
目
的
に
、

深
め
る
こ
と
を
目
的
に
、全
国
各

全
国
各

地
で
行
わ
れ
て
い
ま
す

地
で
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

　
飯
南
町
で
も
島
根
県
体
育
協
会

　
飯
南
町
で
も
島
根
県
体
育
協
会

主
催
に
よ
り
毎
年
開
催
さ
れ
て
お

主
催
に
よ
り
毎
年
開
催
さ
れ
て
お

り
、
り
、今
年
は
頓
原
小
学
校
体
育
館

今
年
は
頓
原
小
学
校
体
育
館

で
行
わ
れ
ま
し
た
。

で
行
わ
れ
ま
し
た
。こ
の
日
は
、

こ
の
日
は
、町

内
に
あ
る
小
学
校
４
年
生
以
上
の

内
に
あ
る
小
学
校
４
年
生
以
上
の

児
童
や
関
係
者
約

児
童
や
関
係
者
約
60
人
が
参
加
し

人
が
参
加
し

ま
し
た

ま
し
た
。

　
児
童
は
、

　
児
童
は
、伊
丹
市

伊
丹
市

で
生
ま
れ
た
雪
合

で
生
ま
れ
た
雪
合

戦
の
よ
う
な
ス
ポ

戦
の
よ
う
な
ス
ポ

ー
ツ
ー
ツ「
い
た
っ
ボ
ー
ル
」

「
い
た
っ
ボ
ー
ル
」

な
ど
、

な
ど
、３
種
類
の
ス

３
種
類
の
ス

ポ
ー
ツ
を
楽
し
み

ポ
ー
ツ
を
楽
し
み

な
が
ら
、

な
が
ら
、交
流
を
深

交
流
を
深

め
て
い
ま
し
た

め
て
い
ま
し
た
。

　
飯
南
町
体
育
協
会
主
催
に
よ
る

　
飯
南
町
体
育
協
会
主
催
に
よ
る

第
１
回
飯
南
町
卓
球
大
会
が
、

第
１
回
飯
南
町
卓
球
大
会
が
、八
神
八
神

ト
レ
ー
ニ
ン
グ
セ
ン
タ
ー
で
開
催

ト
レ
ー
ニ
ン
グ
セ
ン
タ
ー
で
開
催

さ
れ
ま
し
た

さ
れ
ま
し
た
。

　
こ
の
大
会
は
、

　
こ
の
大
会
は
、住
民
同
士
の
交
流

住
民
同
士
の
交
流

と
体
力
の
向
上
を
目
的
に
開
か
れ

と
体
力
の
向
上
を
目
的
に
開
か
れ

た
も
の
で
、

た
も
の
で
、昨
年
ま
で
行
わ
れ
て
い

昨
年
ま
で
行
わ
れ
て
い

た
志
々
地
区
卓
球
大
会
に
合
わ
せ
、

た
志
々
地
区
卓
球
大
会
に
合
わ
せ
、

今
年
か
ら
飯
南
町
全
体
の
卓
球
大

今
年
か
ら
飯
南
町
全
体
の
卓
球
大

会
と
し
て
行
わ
れ
ま
し
た

会
と
し
て
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
こ
の
日
は

　
こ
の
日
は
22
人
が
参

人
が
参

加
し
、

加
し
、ト
ー
ナ
メ
ン
ト
方

ト
ー
ナ
メ
ン
ト
方

式
に
よ
る
個
人
戦
で
勝

式
に
よ
る
個
人
戦
で
勝

敗
を
競
い
ま
し
た
。

敗
を
競
い
ま
し
た
。そ
れ
そ
れ

ぞ
れ
の
試
合
で
は
、

ぞ
れ
の
試
合
で
は
、珍
プ
珍
プ

レ
ー
や
好
プ
レ
ー
が
続

レ
ー
や
好
プ
レ
ー
が
続

出
で
、

出
で
、選
手
は
一
つ
ひ
と

選
手
は
一
つ
ひ
と

つ
の
プ
レ
ー
を
楽
し
み

つ
の
プ
レ
ー
を
楽
し
み

な
が
ら
競
技
を
行
っ
て

な
が
ら
競
技
を
行
っ
て

い
ま
し
た

い
ま
し
た
。

■
卓
球
大
会
結
果

卓
球
大
会
結
果

藤
原
　
靖
久

藤
原
　
靖
久（
八
神

（
八
神
・・
川
西
）

川
西
）

　
塚
原
　
誠

　
塚
原
　
誠（
獅
子
）

（
獅
子
）

　
小
野
田
　
明

　
小
野
田
　
明（
志
津
見
）

（
志
津
見
）

　
　
　
　
立
脇
　
清
司

　
　
　
　
立
脇
　
清
司（
角
井
）

（
角
井
）

　
後
長
　
純
子

　
後
長
　
純
子（
角
井
）

（
角
井
）

　
安
部
　
千
登
勢

　
安
部
　
千
登
勢（
八
神

（
八
神
・・
川
東
）

川
東
）

　
板
持
　
英
子

　
板
持
　
英
子（
八
神

（
八
神
・・
川
西
）

川
西
）

　
　
　
　
那
須
　
悦
子

　
　
　
　
那
須
　
悦
子（
八
神

（
八
神
・・
川
西
）

川
西
）

　
　
　
　
立
脇
　
峰
子

　
　
　
　
立
脇
　
峰
子（
角
井
）

（
角
井
）

　
琴
引
ス
キ
ー
場
が
、今
シ
ー
ズ

ン
の
営
業
を
開
始
し
ま
し
た
。

　
琴
引
ス
キ
ー
場
は
、昨
年
か
ら

ス
ノ
ー
ボ
ー
ド
が
全
営
業
日
滑
走

可
能
に
な
り
、よ
り
多
く
の
方
が

利
用
で
き
る
ス
キ
ー
場
に
な
り
ま

し
た
。

　
初
心
者
か
ら
上
級
者
ま
で
が
安

心
し
て
楽
し
め
る
琴
引
フ
ォ
レ
ス

ト
パ
ー
ク
ス
キ
ー
場
へ
、ぜ
ひ
ご

来
場
く
だ
さ
い
。

「
い
つ
で
も
、ど
こ
で
も
、だ
れ
で
も
」を
合
言
葉
に�

　
明
治
時
代
、島
根
県
は
国
内
の

鉄
の
半
分
を
生
産
し
て
お
り
、飯

南
町
来
島
地
区
に
は
、鉄
を
集
め

る
手
法
で
あ
る「
鉄
穴
流
し
」の
史

跡
が
、数
多
く
残
っ
て
い
ま
す
。こ

の
史
跡
に
つ
い
て
学
び
、地
域
の

活
性
化
に
つ
な
げ
よ
う
と
、野
萱

自
治
振
興
協
議
会
の
主
催
で「
か

ん
な
流
し
講
演
会
＆
ウ
ォ
ー
キ
ン

グ
」が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
こ
の
日
は
、地
域
の
皆
さ
ん
を

は
じ
め
県
内
外
か
ら
約
50
人
が
集

ま
り
ま
し
た
。参
加
者
は
、来
島
基

幹
集
落
セ
ン
タ
ー
で
の
講
演
会
で

「
鉄
穴
流
し
」の
歴
史
を
学
び
、実

際
に
史
跡
に
足
を
運
ん
で
、説
明

文
の
書
か
れ
た
看
板
な
ど
を
設
置

し
ま
し
た
。

2008～2009  シーズンリフト料金�
券 種 � 大 人 �
１ 日 券 � ￥3,800 ￥2,500 ￥2,500
4時間券�
１ 回 券 �
1 1回券�

ファミリーパーク�

￥  300
￥3,000
￥1,000

￥3,000 ￥2,000 ￥2,500

小 人 � シ ニ ア �

　
第
４
回
飯
南
町
町
内
対
抗
バ
レ

ー
ボ
ー
ル
大
会
が
、頓
原
小
学
校
、

頓
原
中
学
校
の
体
育
館
で
開
催
さ

れ
ま
し
た
。

　
こ
の
大
会
は
飯
南
町
体
育
協
会

の
主
催
で
毎
年
開
か
れ
て
お
り
、今

年
は
各
地
区
か
ら
男
子
９
チ
ー
ム
、

女
子
６
チ
ー
ム
が
参
加
し
て
熱
戦

を
繰
り
広
げ
ま
し
た
。

　
飯
南
町
体
育
協
会
主
催
に
よ
る

第
１
回
飯
南
町
卓
球
大
会
が
、八
神

ト
レ
ー
ニ
ン
グ
セ
ン
タ
ー
で
開
催

さ
れ
ま
し
た
。

　
こ
の
大
会
は
、住
民
同
士
の
交
流

と
体
力
の
向
上
を
目
的
に
開
か
れ

た
も
の
で
、昨
年
ま
で
行
わ
れ
て
い

た
志
々
地
区
卓
球
大
会
に
合
わ
せ
、

今
年
か
ら
飯
南
町
全
体
の
卓
球
大

会
と
し
て
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
こ
の
日
は
22
人
が
参

加
し
、ト
ー
ナ
メ
ン
ト
方

式
に
よ
る
個
人
戦
で
勝

敗
を
競
い
ま
し
た
。そ
れ

ぞ
れ
の
試
合
で
は
、珍
プ

レ
ー
や
好
プ
レ
ー
が
続

出
で
、選
手
は
一
つ
ひ
と

つ
の
プ
レ
ー
を
楽
し
み

な
が
ら
競
技
を
行
っ
て

い
ま
し
た
。

■
卓
球
大
会
結
果

藤
原
　
靖
久（
八
神
・・
川
西
）

　
塚
原
　
誠（
獅
子
）

　
小
野
田
　
明（
志
津
見
）

　
　
　
　
立
脇
　
清
司（
角
井
）

　
後
長
　
純
子（
角
井
）

　
安
部
　
千
登
勢（
八
神
・・
川
東
）

　
板
持
　
英
子（
八
神
・・
川
西
）

　
　
　
　
那
須
　
悦
子（
八
神
・・
川
西
）

　
　
　
　
立
脇
　
峰
子（
角
井
）

■
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会
結
果�

　
下
赤
名（
４
年
連
続
）

　
小
田
真
木

　
頓
原
町
区

　
小
田
真
木

　
志
々

　
下
赤
名

　
ス
ポ
ー
ツ
・
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ

ン
（
ス
ポ
レ
ク
）
と
は
、勝
敗
の
み
を

競
う
の
で
は
な
く
、誰
も
が
気
軽

に
ス
ポ
ー
ツ
を
楽
し
み
、交
流
を

深
め
る
こ
と
を
目
的
に
、全
国
各

地
で
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

　
飯
南
町
で
も
島
根
県
体
育
協
会

主
催
に
よ
り
毎
年
開
催
さ
れ
て
お

り
、今
年
は
頓
原
小
学
校
体
育
館

で
行
わ
れ
ま
し
た
。こ
の
日
は
、町

内
に
あ
る
小
学
校
４
年
生
以
上
の

児
童
や
関
係
者
約
60
人
が
参
加
し

ま
し
た
。

　
児
童
は
、伊
丹
市

で
生
ま
れ
た
雪
合

戦
の
よ
う
な
ス
ポ

ー
ツ「
い
た
っ
ボ
ー
ル
」

な
ど
、３
種
類
の
ス

ポ
ー
ツ
を
楽
し
み

な
が
ら
、交
流
を
深

め
て
い
ま
し
た
。

　「
国
取
り
駅
伝
大
会
」は
、４
月

に
行
わ
れ
た「
国
取
り
綱
引
き
大
会
」

に
続
く
ま
ち
お
こ
し
事
業
の
一
環

と
し
て
、三
次
市
布
野
町
の
布
野

町
ま
ち
づ
く
り
連
合
会
と
、赤
名

地
域
ま
ち
づ
く
り
連
絡
会
が
協
力

し
、初
め
て
開
催
し
た
も
の
で
す
。

　
地
域
文
化
や
住
民
同
士
の
交
流

を
図
る
こ
と
な
ど
を
目
的
と
し
た

こ
の
大
会
に
、両
町
か
ら
ス
ポ
ー

ツ
少
年
団
や
消
防
団
な
ど
５
チ
ー

ム
ず
つ
が
参
加
し
、関
係
者
な
ど

約
１
２
０
人
が
集
ま
り
ま
し
た
。

　
コ
ー
ス
は
、赤
名
峠
頂
上
の
県

境
を
ス
タ
ー
ト
、ゴ
ー
ル
と
す
る
８
・

６
キ
ロ

で
競
わ
れ
、飯
南
高
校
野
球

部「
韋
駄
天
」チ
ー
ム
が
、５
区
間

を
30
分
15
秒
で
つ
な
い
で
優
勝
し

ま
し
た
。全
チ
ー
ム
の
順
位
で
競

う
地
域
対
決
は
、布
野
町
側
が
勝

利
し
、領
地
を
１
メ
ー
ト
ル
奪
わ

れ
ま
し
た
。

　
雪
の
影
響

で
足
元
が
悪

い
状
況
で
し

た
が
、
選
手

は
会
場
の
心

温
ま
る
声
援

を
受
け
な
が

ら
、
最
後
ま

で
タ
ス
キ
を

つ
な
い
で
い

ま
し
た
。

　
第
17
回
浜
田
ー
益
田
間
駅
伝
競

走
大
会（
し
お
か
ぜ
駅
伝
）に
、今
年
も

飯
南
町
か
ら
２
チ
ー
ム
が
参
加
し

ま
し
た
。

　
コ
ー
ス
は
、益
田
陸
上
競
技
場

を
ス
タ
ー
ト
し
、し
ま
ね
お
魚
セ

ン
タ
ー
前（
浜
田
市
）を
ゴ
ー
ル
と
す

る
４
２
・
１
９
５
キ
ロ
の
コ
ー
ス

で
す
。今
年
は
43
チ
ー
ム
が
出
場
し
、

そ
れ
ぞ
れ
９
人
の
ラ
ン
ナ
ー
が
タ

ス
キ
を
つ
な
い
で
走
り
ま
し
た
。

　
結
果
は
、
飯
南
赤
来
チ
ー
ム
が

11
位
、
飯
南
チ
ー
ム
は
28
位
で
、

両
チ
ー
ム
と
も
好
成
績
を
残
し
ま

し
た
。

11.
23（日）�

か
ん
な
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11月20日、石央文化ホール（浜田市）で島根県統計大会が開かれ、次の方が島根県知事感謝状を受賞しました。
島根県知事感謝状受賞者 花井　幸美さん （真木）　三島　諭さん（寺沢）　吾郷　公さん（八神：川西）　
立脇　清司さん（角井）　上田　進一さん（八神：川東）　永田　隆さん（長谷）

　
12
月
６
日
、
県
内
で
地
域

活
性
化
に
取
り
組
む
団
体
が

活
動
の
成
果
を
発
表
す
る
イ

ベ
ン
ト
「
島
根
に
恋
し
て
☆

２
０
０
８
」が
、く
に
び
き
メ

ッ
セ（
松
江
市
）
を
会
場
に
行
わ

れ
ま
し
た
。

　
イ
ベ
ン
ト
に
は
、
ふ
る
さ

と
島
根
定
住
財
団
の
支
援
を

受
け
、
県
内
で
様
々
な
活
動

に
取
り
組
ん
で
い
る
約
50
団

体
が
参
加
し
ま
し
た
。

　
飯
南
町
か
ら
は
６
団
体
が

参
加
し
ま
し
た
。
各
団
体
の

コ
ー
ナ
ー
に
は
、
地
域
の
特

徴
を
生
か
し
た
商
品
が
並
び
、

訪
れ
た
方
を
楽
し
ま
せ
て
い

ま
し
た
。

��

■
飯
南
町
か
ら
の
参
加
団
体�

　
島
根
地
理
学
会
主
催
の

　
島
根
地
理
学
会
主
催
の「
２
０

「
２
０

０
８
し
ま
ね
児
童

０
８
し
ま
ね
児
童
・
生
徒
地
図
作

生
徒
地
図
作

品
展
品
展
（
出
雲
市
）
」

（
出
雲
市
）
」
で
、
で
、赤
来
中
学

赤
来
中
学

校
１
年
歴
史
班
が
作
成
し
た

校
１
年
歴
史
班
が
作
成
し
た「
赤
「
赤

来（
瀬
戸
山
城
址
周
辺
）

（
瀬
戸
山
城
址
周
辺
）
の
地
形
模
型
」

の
地
形
模
型
」

が
、
が
、国
土
地
理
院
中
国
地
方
測
量

国
土
地
理
院
中
国
地
方
測
量

部
長
賞

部
長
賞（
３
席
）

（
３
席
）に
選
ば
れ
ま
し
た

に
選
ば
れ
ま
し
た
。

　
こ
の
作
品
は
、

　
こ
の
作
品
は
、「
ふ
る
さ
と
学
習
」

「
ふ
る
さ
と
学
習
」

の
一
環
と
し
て
作

の
一
環
と
し
て
作

成
し
た
も
の
で
す

成
し
た
も
の
で
す
。

　
今
後
作
品
は
、

　
今
後
作
品
は
、

全
国
児
童
生
徒
地

全
国
児
童
生
徒
地

図
優
秀
作
品
展
へ

図
優
秀
作
品
展
へ

出
品
さ
れ
ま
す

出
品
さ
れ
ま
す
。

　
第
54
回
青
少
年
読
書
感
想
文

コ
ン
ク
ー
ル
島
根
県
審
査
会
に
お

い
て
、
藤
原
帆
乃
香
さ
ん（
来
島
小

３
年
）の
感
想
文
が
島
根
県
図
書
館

協
議
会
長
賞
（
最
優
秀
賞
）
に
選
ば

れ
ま
し
た
。

　
藤
原
さ
ん
の
感
想
文
「
動
物
を

育
て
る
と
い
う
こ
と
」
は
、
課
題

図
書
「
３
年
２
組
は
牛
を
飼
い
ま

す
」
を
読
ん
で
書
い
た
も
の
で
、

県
内
の
各
支
部
か
ら
応
募
の
あ
っ

た
２
４
９
点
か
ら
選
ば
れ
た
も
の

で
す
。

　
こ
の
感
想
文
は
、全
国
大
会
へ
応

募
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　
島
根
地
理
学
会
主
催
の「
２
０

０
８
し
ま
ね
児
童
・
生
徒
地
図
作

品
展
（
出
雲
市
）
」
で
、赤
来
中
学

校
１
年
歴
史
班
が
作
成
し
た「
赤

来（
瀬
戸
山
城
址
周
辺
）
の
地
形
模
型
」

が
、国
土
地
理
院
中
国
地
方
測
量

部
長
賞（
３
席
）に
選
ば
れ
ま
し
た
。

　
こ
の
作
品
は
、「
ふ
る
さ
と
学
習
」

の
一
環
と
し
て
作

成
し
た
も
の
で
す
。

　
今
後
作
品
は
、

全
国
児
童
生
徒
地

図
優
秀
作
品
展
へ

出
品
さ
れ
ま
す
。

　
全
国
中
学
生
人
権
作
文
コ
ン
テ

ス
ト
島
根
県
大
会
で
、飯
島
千
恵

さ
ん（
赤
来
中
３
年
）
が
奨
励
賞
に
入

選
し
ま
し
た
。

　
こ
の
コ
ン
テ
ス
ト
は
、次
代
を

担
う
中
学
生
に
、人
権
問
題
の
作

文
を
書
く
こ
と
で
人
権
尊
重
の
重

要
性
や
必
要
性
の
理
解
を
深
め
、

豊
か
な
人
権
感
覚
を
身
に
つ
け
て

も
ら
お
う
と
、毎
年
実
施
さ
れ
て

い
ま
す
。

　
今
年
は
、県
内
67
校
か
ら
４
８

９
５
作
品
の
応
募
が
あ
り
ま
し
た
。

　
鹿
田
幸
弘
さ
ん
（
八
神
・・
川
西
）
は
、昭

和
27
年
か
ら
旧
志
々
村
役
場
の
収
入
役

に
就
任
し
て
以
来
、約
20
年
間
、地
方
自

治
の
発
展
に
努
め
ら
れ
ま
し
た
。

　
在
職
時
は
、旧
頓
原
町
と
の
合
併
に

お
い
て
、健
全
な
財
務
運
営
に
取
り
組

み
、新
町
で
は
、事
務
処
理
の
合
理
化
、

上
水
施
設
の
基
盤
作
り
に
取
り
組
ま
れ

て
い
ま
す
。企
業
誘
致
政
策
に
も
積
極

的
で
、昭
和
47
年
４
月
に
は
、日
本
フ
レ

ッ
ク
ス
工
業
株
式
会
社(

本
社
兵
庫
県
伊
丹

市)

が
町
内
へ
進
出
す
る
な
ど
、町
民
の

雇
用
に
大
き
く
貢
献
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
退
職
後
は
、町
の
行
政
相
談
員
や
頓

原
町
社
会
福
祉
協
議
会
監
事
・
理
事
と

し
て
、町
民
の
生
活
や
地
域
福
祉
の
向

上
に
活
躍
さ
れ
ま
し
た
。

㈱

㈱

　
�
琴
引
フ
ォ
レ
ス
ト
パ
ー
ク
の

特
別
清
算
に
伴
い
、
11
月
21
日
に

開
か
れ
た
飯
南
町
議
会
の
臨
時
会

で
、総
額
31
億
３
４
８
４
万
円
の

債
権
放
棄
を
盛
り
込
ん
だ
清
算
人

と
の
和
解
に
関
す
る
議
案
が
可
決

さ
れ
ま
し
た
。

　
飯
南
町
の
実
際
の
損
失
額
は
、

東
京
の
民
間
企
業
か
ら
債
権
譲
渡

を
受
け
た
建
設
費
27
億
２
１
０
０

万
円
と
、会
社
の
清
算
に
よ
る
資

産
配
分
額
１
９
３
６
万
円
な
ど
を

除
き
、経
営
健
全
化
計
画
で
投
じ

た
支
援
額
の
残
額
の
３
億
９
７
０

０
万
円
で
す
。

　
同
社
の
事
業
は
、�
飯
南
ト
ー

タ
ル
サ
ポ
ー
ト
が
指
定
管
理
者
と

し
て
引
き
継
い
で
お
り
、ス
キ
ー

場
は
12
月
13
日
か
ら
営
業
を
開
始

し
て
い
ま
す
。

　
雲
南
地
区
交
通
安
全
協
会
と
雲
南
３

市
町
が
主
催
す
る「
雲
南
地
区
交
通
安

全
大
会
」が
11
月
18
日
、赤
名
農
村
環
境

改
善
セ
ン
タ
ー
を
会
場
に
行
わ
れ
、約

５
０
０
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

　
こ
の
大
会
は
、地
域
全
体
で
交
通
安
全

意
識
を
高
め
る
と
と
も
に
、交
通
事
故
防

止
を
図
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
毎
年
開

催
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
こ
の
日
は
、交
通
安
全
功
労
者
や
優

良
自
動
車
運
転
者
の
表
彰
が
あ
り
ま
し

た
。飯
南
町
で
は
、次
の
方
が
受
賞
し
た

ほ
か
、優
良
運
転
者
22
人
が
表
彰
を
受

け
ま
し
た
。

■
雲
南
警
察
署
長
・
雲
南
地
区
交
通
安

全
協
会
会
長
連
名
感
謝
状�

（
頓
原
・・
町
区
）

■（
財
）島
根
県
交
通
安
全
協
会
長
表
彰�

■
交
通
安
全
功
労
団
体�

人
権
作
文
コ
ン
テ
ス
ト
島
根
県
大
会�

町内の統計調査功績者に知事感謝状�

　
飯
南
町
で
は
昨
年
ま
で
、降
雪

時
の
生
活
道
路
確
保
に
、除
雪
ド

ー
ザ
と
除
雪
ト
ラ
ッ
ク
で
除
雪
作

業
を
行
っ
て
き
ま
し
た
。こ
の
作

業
で
は
、道
路
の
幅
が
狭
く
な
り
、

通
行
の
際
の
危
険
箇
所
増
加
や
、

ガ
ー
ド
レ
ー
ル
な
ど
の
安
全
施
設

の
破
損
、連
坦
地
で
の
排
雪
が
問

題
と
な
っ
て
い
ま
し
た
。

　
こ
の
た
め
、町
は
対
策
と
し
て
、

新
た
に
ロ
ー
タ
リ
除
雪
車
を
１
台

導
入
し
ま
し
た
。

　
除
雪
車
の
導
入
に
よ
っ
て
、道

路
区
域
外
へ
の
排
雪
を
容
易
に
し
、

安
全
な
交
通
の
確
保
を
、迅
速
に

行
え
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。
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ピ
ロ
リ
菌
と
は
？

　
ピ
ロ
リ
菌
は
、正
式
名
を「
ヘ
リ

コ
バ
ク
タ
ー
ピ
ロ
リ
」と
言
い
ま
す
。

形
が
ら
せ
ん
型(

ヘ
リ
コ)

で
、胃
の
出

口
付
近
の
粘
膜(

幽
門:

ピ
ロ
ル
ス)

に

好
ん
で
住
み
着
く
こ
と
か
ら
、こ
の

名
前
が
つ
き
ま
し
た
。

　
こ
の
菌
は
、胃
の
粘
膜
に
炎
症
を

起
こ
し
、１
０
０
％
に
近
い
確
率
で

軽
い
胃
炎
を
起
こ
し
ま
す
。最
近
で

は
、胃
が
ん
の
発
症
に
も
関
与
し
て

い
る
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。胃
が
ん

患
者
の
90
％
以
上
が
、ピ
ロ
リ
菌
陽

性
で
す
。

　
ど
こ
か
ら
感
染
す
る
の
？

　
感
染
源
は
明
ら
か
に
な
っ
て
い

ま
せ
ん
が
、飲
み
水
や
食
べ
物
を
介

し
て
感
染
す
る
と
言
わ
れ
て
お
り
、

主
に
幼
少
期
に
感
染
す
る
よ
う
で

す
。日
本
で
の
感
染
率
は
、若
年
者

で
は
10
〜
40
％
程
度
で
す
が
、40
歳

以
上
の
成
人
で
は
80
％
以
上
と
、発

展
途
上
国
並
み
の
高
さ
で
す
。

　
ど
う
や
っ
て
検
査
す
る
の
？

　
飯
南
病
院
で
は
、次
の
検
査
を
受

け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

①
組
織
鏡
検
法:

胃
カ
メ
ラ
の
際
に

胃
の
組
織
を
採
り
、顕
微
鏡
で
胃
の

粘
膜
内
に
い
る
菌
を
観
察

②
血
液
検
査:

血
液
中
の
抗
ピ
ロ
リ

菌
抗
体
を
検
査

③
尿
素
呼
気
テ
ス
ト:

特
殊
な
試
薬

を
服
用
し
、呼
気
（
吐
く
息
）
を
採
取

し
て
二
酸
化
炭
素
を
検
査

　
ど
う
や
っ
て
治
療
す
る
の
？

　
胃
潰
瘍
・
十
二
指
腸
潰
瘍
は
、日

本
で
も
平
成
12
年
11
月
か
ら
、ピ
ロ

リ
菌
の
除
菌
療
法
が
保
険
で
認
め

ら
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　
薬
を
７
日
間
内
服
す
る
こ
と
で
、

約
80
％
の
方
が
除
菌
に
成
功
し
ま

す
。除
菌
に
成
功
す
る
と
、「
潰
瘍
の

再
発
が
抑
え
ら
れ
る
」「
維
持
療
法

（
潰
瘍
が
治
っ
た
後
も
、再
発
予
防
の
た
め

に
薬
を
飲
み
続
け
る
こ
と
）が
必
要
な
く

な
る
」な
ど
の
効
果
が
あ
り
ま
す
。

　「
今
ま
で
に
胃
潰
瘍
や
十
二
指
腸

潰
瘍
に
か
か
っ
た
こ
と
が
あ
る
が
、

ピ
ロ
リ
菌
は
調
べ
た
こ
と
な
い
」と

い
う
方
は
、ぜ
ひ
こ
の
機
会
に
チ
ェ

ッ
ク
し
て
み
て
く
だ
さ
い
。

●
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セ
ン
タ
ー
設
立
１０
年
を
記
念
し
、「
こ
れ
か
ら
の

『
く
に
』
づ
く
り
を
考
え
る
」
〜
生
命
地
域
、中

山
間
地
域
か
ら
〜
と
題
し
、１１
月
２０
日
、２１
日

の
２
日
間
に
わ
た
り
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
を
開
催
し

ま
し
た
。�

　
景
山
さ
ん
が
絵
本
作
家
に
な
っ

た
き
っ
か
け
は
、関
東
の
大
学
に

在
学
中
、イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
用
に
小
さ
な
絵
を
描

い
た
こ
と
で
す
。そ
れ
が
友
人
に

好
評
で
、イ
ラ
ス
ト
に
興
味
を
抱

く
よ
う
に
な
り
、美
術
の
専
門
学

校
に
入
学
し
て
本
格
的
な
取
り
組

み
が
始
ま
り
ま
し
た
。

　「
あ
の
頃
は
、子
ど
も
の
頃
好
き

だ
っ
た
絵
本
を
夢
中
で
探
し
て
い

ま
し
た
」。専
門
学
校
で
過
ご
し
た

成
果
は
、平
成
14
年
か
ら
東
京
を

中
心
に
開
い
た
個
展
や
、バ
ケ
ツ

を
か
ぶ
っ
た
子
豚
の
兄
弟
が
主
人

公
の
絵
本「
ジ
ー
く
ん
と
バ
ケ
ツ

た
ん
け
ん
た
い
（
平
成
16
年
）
」の
出

版
と
い
う
形
で
表
れ
ま
し
た
。

　
絵
本
作
家
と
し
て
順
風
満
帆
な

ス
タ
ー
ト
で
し
た
が
、間
も
な
く

壁
に
ぶ
つ
か
り
ま
す
。思
う
よ
う

な
絵
が
書
け
な
く
な
り
、変
化
を

求
め
て
Ｕ
タ
ー
ン
す
る
こ
と
を
決

意
し
ま
し
た
。

　「
都
会
で
は
感
じ
ら
れ
な
か
っ

た
四
季
の
移
り
変
わ
り
、小
動
物

の
動
き
な
ど
、全
て
が
新
鮮
に
映

っ
た
ん
で
す
」。自
然
豊
か
な
ふ
る

さ
と
が
、景
山
さ
ん
の
作
品
に
変

化
を
与
え
ま
し
た
。

　
ふ
る
さ
と
で
生
ま
れ
た
作
品
は
、

多
く
の
方
に
評
価
さ
れ
始
め
ま
す
。

昨
年
は
松
江
市
内
で
個
展
を
開
き
、

今
年
は
県
内
図
書
館
で
の
展
示
も

実
現
し
ま
し
た
。

　「
絵
を
通
じ
て
人
と
の
つ
な
が

り
が
広
が
っ
て
い
く
こ
と
が
何
よ

り
楽
し
い
」。そ
う
話
す
景
山
さ
ん

は
現
在
、島
根
県
中
山
間
地
域
研

究
セ
ン
タ
ー
で
勤
務
す
る
傍
ら
、

２
冊
目
の
絵
本
出
版
を
目
指
し
て

い
ま
す
。

　
20
日
は
、松
江
の
く
に
び
き
メ

ッ
セ
で
Ｂ
Ｓ
Ｓ
ラ
ジ
オ「
日
本
全

国
８
時
で
す
」で
お
な
じ
み
の
月

尾
嘉
男
氏
の
講
演
会
を
開
催
し
、

４
０
０
人
の
方
に
お
集
ま
り
い
た

だ
き
ま
し
た
。

　
ま
た
、そ
の
夜
に
は
、県
内
外
か

ら
の
参
加
者
を
飯
南
町
に
招
い
て

交
流
会
を
開
催
し
、イ
ノ
シ
シ
、キ

ノ
コ
、そ
ば
な
ど
地
元
の
食
材
を

ふ
ん
だ
ん
に
使
い
、会
場
で
調
理

し
て
い
た
だ
く
な
ど
、地
元
な
ら

で
は
の
心
の
こ
も
っ
た
も
て
な
し

と
中
山
間
地
域
の
里
山
の

恵
み
を
堪
能
し
て
も
ら
い
、

参
加
者
の
皆
様
に
は
、
改

め
て
中
山
間
地
域
の
豊
か

さ
を
実
感
し
て
い
た
だ
い

た
交
流
会
で
し
た
。

　
翌
日
は
、
今
年
度
か
ら

セ
ン
タ
ー
が
取
り
組
む
研

究
開
発
事
業
「
中
山
間
地

域
に
人
々
が
集
う
脱
温
暖

化
の『
郷（
さ
と
）
』づ
く
り
」に
つ
い

て
、各
分
野
の
専
門
家
や
飯
南
町

の
皆
様
を
は
じ
め
２
０
０
人
を
超

え
る
方
々
に
お
集
ま
り
い
た
だ
き
、

中
山
間
地
域
の
未
来
像
に
つ
い
て

熱
心
に
議
論
し
て
い
た
だ
き
ま
し

た
。

　
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
の
開
催
に
あ
た

り
、多
く
の
関
係
者
の
皆
様
に
ご

協
力
い
た
だ
き
、厚
く
お
礼
申
し

上
げ
ま
す
。

い
も�



忘れずに�
提出しよう！�

　
毎
年
12
月
４
日
か
ら
10
日
ま
で
は
、

人
権
週
間
で
す
。飯
南
町
で
は
４
日
、ア

ン
ド
レ
ア
・
ト
イ
バ
ー
さ
ん
に
一
日
人

権
擁
護
委
員
を
委
嘱
し
、人
権
啓
発
活

動
を
行
い
ま
し
た
。�

　
ア
ン
ド
レ
ア
さ
ん
は
、頓
原
地
域
の

小
中
学
校
で
、外
国
語
指
導
助
手（
Ａ
Ｌ

Ｔ
）と
し
て
勤
務
し
て
い
ま
す
。�

　
こ
の
日
は
、町
の
人
権
擁
護
委
員
と

学
校
や
事
業
所
15
ヵ
所
を
巡
回
し
、持

ち
前
の
明
る
さ
で
人
権
の
大
切
さ
を
伝

え
て
い
ま
し
た
。�

　
経
済
産
業
省
で
は
、
工
業
統

計
調
査
を
平
成
20
年
12
月
31
日

現
在
で
実
施
し
ま
す
。

　
工
業
統
計
調
査
は
、
製
造
業

を
営
む
事
業
所
を
対
象
と
し
て
、

そ
の
活
動
実
態
を
明
ら
か
に
す

る
こ
と
を
目
的
と
し
て
調
査
し

ま
す
。

　
調
査
結
果
は
、
国
や
地
方
公

共
団
体
の
行
政
施
策
の
重
要
な

基
礎
資
料
と
し
て
利
用
さ
れ
る

と
と
も
に
、企
業
、大
学
な
ど
で

の
研
究
資
料
、小
・
中
・
高
等
学
校

の
教
材
な
ど
、
広
く
利
用
さ
れ

て
い
ま
す
。

　
調
査
票
に
記
入
し
て
い
た
だ

い
た
内
容
に
つ
い
て
は
、
統
計

法
に
基
づ
き
秘
密
が
厳
守
さ
れ

ま
す
の
で
、
正
確
な
ご
記
入
を

お
願
い
し
ま
す
。

❶❷※
調
理
師
免
許
を
お
持
ち
の
方
で
も
、
調

　
理
業
務
に
従
事
し
て
い
な
い
方
は
、
届

　
出
の
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。

※
町
内
に
住
所
が
あ
る
方
で
も
、
県
外
で

　
従
事
し
て
い
る
方
は
、
従
事
先
の
都
道

　
府
県
に
届
け
出
て
く
だ
さ
い
。

　
平
成
21
年
１
月
15
日（
木
）

※
平
成
20
年
12
月
31
日
現
在
の
状
況
を 

「
調

　
理
師
業
務
従
事
者
届
」 

に
記
入
し
て

　
く
だ
さ
い
。

※
提
出
用
紙
は
、
役
場
各
庁
舎
支
所
、
保

　
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
、
来
島
保
健
セ
ン
タ

　
ー
の
窓
口
に
備
え
付
け
て
あ
り
ま
す
。

　
〒
６
９
９
・
１
３
９
６

　
雲
南
市
木
次
町
里
方
５
３
１-

１

　
雲
南
保
健
所
健
康
増
進
グ
ル
ー
プ

　
℡
０
８
５
４
・
４
２
・
９
６
３
７

　
保
健
福
祉
課
保
健
担
当

　
℡
７
２
・
１
７
７
０

　
調
理
師
免
許
を
お
持
ち
の
方
で
、
調
理
の
業
務
に
従
事

し
て
い
る
方
は
、
２
年
ご
と
に
そ
の
就
業
地
の
都
道
府
県

知
事
に
「
調
理
師
業
務
従
事
者
届
」
を
提
出
す
る
こ
と
に

な
っ
て
い
ま
す
。

赤名庁舎 fi76 2211●頓原庁舎 fi72 0311

年末年始の役場業務などは、下記のとおりです。休業中に役場業務関連のお問い
合わせ等がありましたら、各庁舎の当直者が受け付けます。�

　
平
成
21
・
22
年
度
「
入
札
参
加

資
格
審
査
」の
審
査
書
類
を
、
次

の
期
間
に
受
け
付
け
ま
す
。

▽　
１
月
５
日
〜
２
月
27
日

▽　
１
月
５
日
〜
３
月
31
日

　
詳
細
は
、
飯
南
町
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
「
入
札
情
報
」
を
ご
覧
い

た
だ
く
か
、
総
務
課
財
政
管
理

担
当
へ
お
問
い
合
せ
く
だ
さ
い
。

　
総
務
課
財
政
管
理
担
当

　
℡
７
６
・
２
２
１
１

　
飯
南
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

　h
ttp

:/
/

w
w

w
.iin

an
.jp

/

　
毎
年
雪
の
シ
ー
ズ
ン
に
な
る
と
、

除
雪
機
に
よ
る
事
故
が
多
発
し

て
い
ま
す
。除
雪
機
を
使
う
際
に

は
、次
の
点
に
注
意
し
て
操
作
し

ま
し
ょ
う
。

❶❷❸

❹❺　
社
団
法
人
日
本
農
業
機
械
工

業
会
／
除
雪
機
安
全
協
議
会

℡
０
３
・
３
４
３
３
・
０
４
１
５

野外での廃棄物の焼却は、「廃棄物の処理及び清掃に関する法律」により禁止
されており、罰則の対象になります。ただし、次の場合は認められています。

（例）稲わら、刈り取った草など

（例）とんど焼きなど

法律に違反して野外焼却などを行った場合には、５年以下の懲役か1000万円以下の罰金、またはこの両方が科
せられることがあります。

　島根県内の110番は、警察本部の通信指令
室にかかります。
　110番は、警察への緊急通報手段です。
　要望、相談、各種照会等緊急の対応を必要と
しないものについては、警察総合相談電話　
♯9110を利用してください。

①何があったか  ～事故、ドロボウなど�
②どこで  ～場所、目標物�
③いつ  ～今、何分くらい前�
④犯人は～人数、人相、特徴など�
⑤何で逃げた～車のナンバー、色など

　雲南警察署　℡０８５４・４５・９１１０

～緊急時 あなたを守る 110番～�

～相談は 安心ダイヤル ♯9110～�

島根県の最低賃金�
島根県最低賃金�

産業別最低賃金�
629円�（20.10.19改定）

（20.12.21改定）

製鋼業… 円

はん用機械器具等製造業… 円

電子部品・デバイス・電子回路等製造業… 円

自動車・同附属品製造業… 円

百貨店、総合スーパー… 円

自動車（新車）小売業… 円

■お問い合せ 島根労働局労働基準部賃金室
�　　　　   ℡ 0852・31・1158

!

（時間額）�




